
渥美和彦会長よりご挨拶 

いま近代医療の限界が明らかになりつつあり、医療は大きな転換期を迎えています。 

東日本大震災によりすべてのライフラインが絶たれたとき、近代医療はまったく機能しな

いことを身を以て体験し、改めて自然の脅威に気付くとともに地球資源や自然環境が無限

でないことを再認識しました。 

わずか数百年で目覚ましい発展を遂げた医療技術は遺伝子科学、再生医療をはじめ先端医

療がすすみゲノム診断など人間の機能を細胞レベルで解明し、未病段階で病気を予測する

ことが可能となりつつあります。 

「治療から予防中心の医療」への転換を迎えつつある医療を、多分野に跨る課題として捉

え、異分野の協働による事業化の視点が、この課題解決の大きな糸口であると考えます。 

従来型の医療では対応しきれない問題の増加、疾病予防の重要性の高まり、超高齢化社会

の到来とともに国際競争力の強化や地域活性化など我が国の継続的発展を期すために「健

康」を実現する新しい医療産業の創出は、喫緊の重要課題のひとつです。 

さて、此の度「渥美和彦記念未来健康医療財団」は、本年 4月 1日より、役員、

事務局の 体制も新たに「一般財団法人渥美和彦記念財団」を名称として、 

再出発致しました。 

新体制の役員および事務局員は、別紙の通りです。※ 

この未来健康共生社会研究会は、学術の専門家集団と企業集団による「社会や人間の在る

べき未来像を検討、デザイン」する交流空間をつくり、この転換期に対応する新しい医療

産業と市場の創出を目的に活動いたします。 

みなさまと共に「安全で豊かな健康社会」へ向けた取り組みを実現したいと考えています。 
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